
 ４回目を迎えた、積丹でのエコツーリズム。日本の渚・百選の島武意海岸では

６月に清掃したにも関わらず、漂着ゴミやレジャーゴミが多くありました。観光で

来ていた人も、一緒にゴミを拾ってくれる人がいて、うれしかったです。 

清掃活動後は、「岬の湯・しゃこたん」へきれいになった海を見ながら、露天風

呂に浸かります。（清掃した海岸は見えませんが…) 

 夜は、酪農学園大学の郡山先生、ゼミ生による研究発表。積丹周辺の環境と

イルカやアザラシ・トドなどの海棲動物についての発表を聞き、環境保全の意

識を高めました。その後は、懇親会も行いました。 

足場の悪い岩場での清掃 

1時間半でこれだけ回収 

バーベキューのゴミ 



エコツーリズムの魅力の１つは、美味しい海の幸です。今回もダイバーショップ

ZemHouseの藤田氏のご協力で、刺身や鍋など、海の幸を堪能しました。 

 また2日目は、幌武意海岸の清掃の他に、クルージングや体験ダイビングで、

積丹ブルーの美しい海、自然を堪能しました。 

充実した2日間となり、ご協力頂いた関係各所の皆様に厚く御礼申し上げます。 


